
（
法
第
二
条
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
条

法
第
二
条
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

区
分

基
準

一

生
デ
ー
タ

イ

光
学
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
二

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
、
記
録
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

Ｓ
Ａ
Ｒ
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
三

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
、
記
録
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物

判
別
精
度
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
か
つ
検
出
で
き
る
波
長
帯
が
四
十
九
を
超
え
、
か
つ
、

記
録
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

熱
赤
外
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
五

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
、
記
録
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

標
準
デ
ー
タ

イ

光
学
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
二
十

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

Ｓ
Ａ
Ｒ
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
二

十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物

判
別
精
度
が
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
、
検
出
で
き
る
波
長
帯
が
四
十
九
を
超
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

熱
赤
外
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
対
象
物
判
別
精
度
が
五

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
提
供
の
禁
止
の
命
令
の
対
象
と
な
る
衛
星

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
記
録
に
係
る
法
第
二
条
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
告
示
で

定
め
る
。

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

ロ

前
号
ロ
の
検
出
情
報
電
磁
的
記
録
に
、
レ
ン
ジ
圧
縮
処
理
及
び
ア
ジ
マ
ス
圧
縮
処
理
又
は
ジ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク

処
理
が
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

メ
タ
デ
ー
タ
が
付
随
し
て
い
な
い
も
の

被
写
体
の
輪
郭
抽
出
そ
の
他
の
高
度
な
情
報
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
レ
ン
ジ
圧
縮
処
理
及
び
ア
ジ
マ

ス
圧
縮
処
理
又
は
ジ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
処
理
が
さ
れ
た
も
の
の
状
態
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も

の

（
法
第
二
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
セ
ン
サ
ー
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

光
学
セ
ン
サ
ー

対
象
物
判
別
精
度
が
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

Ｓ
Ａ
Ｒ
セ
ン
サ
ー

対
象
物
判
別
精
度
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
セ
ン
サ
ー

対
象
物
判
別
精
度
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
、
か
つ
、
検
出
で
き
る

波
長
帯
が
四
十
九
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

熱
赤
外
セ
ン
サ
ー

対
象
物
判
別
精
度
が
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
許
可
の
申
請
）

第
四
条

法
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四

十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
以

下
同
じ
。）

三

操
作
用
無
線
設
備
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

操
作
用
無
線
設
備
等
の
場
所
、
構
造
及
び
性
能
並
び
に
こ
れ
ら
の
管
理
方
法
が
記
載
さ
れ
た
書
類

ロ

申
請
者
以
外
の
者
が
操
作
用
無
線
設
備
等
の
管
理
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
管
理
を
行
う
者
に
係
る
次
に
掲

げ
る
書
類

当
該
管
理
を
行
う
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

ａ

住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ｂ

法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

当
該
管
理
を
行
う
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

ａ

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

ｂ

法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

四

受
信
設
備
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

受
信
設
備
の
場
所
、
構
造
及
び
性
能
並
び
に
こ
れ
ら
の
管
理
方
法
が
記
載
さ
れ
た
書
類

ロ

申
請
者
以
外
の
者
が
受
信
設
備
の
管
理
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
管
理
を
行
う
者
に
係
る
法
第
二
十
一
条
第

四
項
の
認
定
証
の
写
し

五

第
七
条
に
定
め
る
措
置
に
関
す
る
書
類

六

そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
使
用
人
）

第
五
条

法
第
五
条
第
五
号
及
び
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
あ
っ
て
、
当
該
申

請
者
の
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
装
置
の
使
用
に
係
る
業
務
に
関
す
る
権
限
及
び
責
任
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（
法
第
六
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
）

第
六
条

法
第
六
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

申
請
者
以
外
の
者
が
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
装
置
の
使
用
を
行
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る

措
置
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

法
第
八
条
に
定
め
る
不
正
な
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
装
置
の
使
用
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

ロ

法
第
十
五
条
に
定
め
る
終
了
措
置

二

操
作
用
無
線
設
備
等
及
び
受
信
設
備
が
次
の
国
又
は
地
域
に
所
在
し
な
い
こ
と
。

イ

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
。
以
下
「
輸
出
令
」
と
い
う
。）別
表
第
三
の
二

又
は
別
表
第
四
に
掲
げ
る
地
域

ロ

国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
お
い
て
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
を
脅
か
す
事
態
の

発
生
に
責
任
を
有
す
る
と
さ
れ
た
国
又
は
地
域

三

法
第
九
条
の
機
能
停
止
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

使
用
人（
次
条
に
規
定
す
る
使
用
人
を
い
う
。以
下
こ
の
条
及
び
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

及
び
死
亡
時
代
理
人
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

ａ

住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ｂ

当
該
使
用
人
に
あ
っ
て
は
法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
当
該
死
亡
時
代
理
人
に
あ
っ
て
は
法

第
五
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

ロ

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

法
第
五
条
第
五
号
の
役
員
（
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
役
員
」
と
い
う
。）及
び
使
用
人
に

係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

ａ

住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ｂ

法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

二

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
装
置
の
種
類
、
構
造
及
び
性
能
が
記
載
さ
れ
た
書
類
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